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春
の
総
合
健
診
や
職
場
の
健

診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
、

秋
の
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

�

■
日
　
時

【
内
野
地
区
の
方
】

　
９
月
６
日
㈪

【
忍
草
地
区
の
方
】

　
９
月
７
日
㈫
　

■
受
付
時
間

　
午
前
７
時
30
分

　
　
　
　
〜
10
時
15
分
ま
で

■
健
診
時
間

　
午
前
８
時
15
分

　
　
　
　
　
　
〜
正
午
ま
で

■
場
　
所

　
忍
野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
問
診
票
は
春
の
総
合
健
診
時

に
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
事
前
に
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
忍
野
村
福
祉
保
健
課

℡
０
５
５
５
・
８
４
・
７
７
９
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
直
通
）

　　
平
成
15
年
度
ま
で
は
視
触
診

に
よ
る
乳
が
ん
検
診
を
医
療
機

関
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
よ
り
、
視
触
診
に
加
え
、

乳
房
Ｘ
線
撮
影
検
査
（
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
）
ま
た
は
、
乳
腺
超

音
波
検
査
（
エ
コ
ー
）
を
導
入

し
、
検
診
車
に
よ
る
集
団
乳
が

ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
　
時

　
平
成
16
年
10
月
29
日
⑥

〈
受
付
時
間
〉

　
午
後
１
時
15
分

　
　
　
　
　
〜
３
時
30
分

〈
検
診
時
間
〉

　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
〜
４
時
30
分

■
場
　
所

　
忍
野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
費
　
用
　

　
５
０
０
円

（
当
日
徴
収
い
た
し
ま
す
）

※
65
歳
以
上
は
無
料

■
対
象
年
齢

　
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
、

29
歳
以
上
で
、
今
年
度
30
歳
以

上
に
達
す
る
女
性

■
検
診
方
法

　
原
則
と
し
て
、
30
歳
か
ら
39

歳
は
「
視
触
診
」
と
「
乳
腺
超

音
波
検
査
（
エ
コ
ー
）
」
、
40

歳
以
上
は
「
視
触
診
」
と
「
乳

房
Ｘ
線
撮
影
検
査
（
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
）
」

※
た
だ
し
、
医
師
の
判
断
に
よ

り
検
査
方
法
が
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
定
員

　
50
人

（
村
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
）

○
乳
腺
超
音
波
検
査
（
エ
コ
ー
）

は
、
１
日
15
人
し
か
で
き
ま
せ

ん
。

○
す
で
に
７
月
に
行
わ
れ
た
乳

が
ん
検
診
を
受
け
た
方
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

　
平
成
16
年

　
９
月
21
日
㈫
〜
24
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

○
９
月
23
日
㈭
は
除
き
ま
す
。

○
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

■
結
　
果

　
受
診
後
１
ヶ
月
く
ら
い
に
、郵

送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　
忍
野
村
役
場
　
福
祉
保
健
課

℡
０
５
５
５
・
８
４
・
７
７
９
５

　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
通
）

健康福祉メモ�

あ
な
た
の
乳
房
を
守
る
た
め
に�

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
せ
ん
か
？�

秋
の
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ�

　日頃より、災害時に備えて、防災グッズの確認をしておきましょう。�
（①携帯ラジオ　②防寒着　③スニーカー　④地図　⑤懐中電灯、電池
　⑥携帯食料、飲料水（３日分位）　⑦医療品（常備薬）⑧ヘルメット
　⑨現金、貴重品、保険証、電話帳　⑩下着類、タオル、ティッシュな
　ど）�
　�
　家庭の状況に合わせて用意しましょう。�

９月１日は防災の日です。�
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高齢者の介護に関する相談は、下記までご連絡下さい。�

忍野村在宅介護支援センター（忍野村保健福祉センター内）　TEL 20-5211（直通）�
休日・夜間　いちいの木 （0555）84-1215まで�

　　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
介
護

保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

方
の
相
談
に
応
じ
、
利
用
者
の

希
望
や
心
身
の
状
態
を
考
慮
し

て
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
、
市
町
村
・
居

宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
・
介
護
保

険
施
設
等
と
の
連
絡
や
調
整
を

行
い
ま
す
。

①
電
話
を
か
け
る
・
直
接
訪
問

し
た
と
き
の
対
応
が
丁
寧
か
ど

う
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
既
に
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人
に
聞
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

　　
介
護
保
険
は
、
自
立
し
た
生

活
を
援
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

計
画
の
案
を
示
し
て
も
ら
い
、

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
こ
れ
ま
で
の
対
応
を
振
り
返

り
ま
し
ょ
う
。

・
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
問
題

は
な
か
っ
た
で
す
か
？

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
変
更
の

要
望
を
申
し
出
た
時
に
、
き
ち

ん
と
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
か

？・
急
に
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な

っ
た
時
や
、
日
時
の
変
更
が
必

要
に
な
っ
た
時
、
親
切
に
対
応

し
て
く
れ
ま
し
た
か
？

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
苦
情

に
対
し
て
丁
寧
に
対
応
し
て
く

れ
ま
し
た
か
？

　　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
代
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
市

町
村
窓
口
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
相
談
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

　
介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
住

み
慣
れ
た
自
宅
で
、
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
「
必
要
な

時
に
、
必
要
な
だ
け
」
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
自
立
度
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

　
信
頼
で
き
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
い
て

も
、
人
任
せ
に
す
る
の
で
は
な

く
、
自
分
に
と
っ
て
、
本
当
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
を
考

え
、
最
後
は
利
用
者
・
家
族
が

判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
立
度
を
高
め
る
た

め
に
、
現
在
利
用
し
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
が
本
当
に
必
要
な
の
か

・
逆
に
不
足
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
は
な
い
か
・
さ
ら
に
契
約
し

て
い
る
と
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

常
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
時
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
・
市
町
村
介
護
保
険
担
当

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　今月号では、介護保険サービスを利用していくときのパートナーとなる介護支援
専門員（以下ケアマネジャー）について紹介していきます。�

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が�

よ
き
相
談
者�

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を�

選
ぶ
時
に
は�

計
画
を
作
っ
て
も
ら
う�

時
に
は�

契
約
を
続
け
る
時
に
は�

も
し
不
満
や
不
安
を�

感
じ
た
と
き
に
は�

介
護
保
険
は
自
立
支
援
の�

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す�

自
分
に
と
っ
て
必
要
な�

サ
ー
ビ
ス
は
自
分
で�

判
断
し
ま
し
ょ
う�
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�������

41
歳
か
ら
の
哲
学�

    

　 

池
田
晶
子 

（
い
け
だ
・
あ
き
こ
）  

著�

　
身
近
に
起
き
る
様
々
な
事
件
や
事
象
に

つ
い
て
、
著
者
が
わ
か
り
や
す
く
説
く
、

大
人
の
た
め
の
哲
学
エ
ッ
セ
イ
。
「
平
和

な
時
で
も
人
は
死
ぬ
」
「
携
帯
電
話
ー
そ

の
一
言
の
値
段
は
」
な
ど
な
ど
…
。�

������

僕
が
イ
ラ
ク
へ
行
っ
た
理
由�

     

今
井
紀
明 

（
い
ま
い
・
の
り
あ
き
）  

著
　

　
「
ぼ
く
た
ち
は
、
ど
ん
な
悪
い
こ
と
を

し
た
の
で
し
ょ
う
か
」
突
然
日
本
中
に
巻

き
起
こ
っ
た
「
自
己
責
任
」
の
言
葉
の
嵐

の
中
で
、
人
質
と
な
っ
た
18
歳
が
考
え
た

こ
と
。�

������

最
後
の
言
葉�

  

重
松
　
清 

（
し
げ
ま
つ
・
き
よ
し
）  
他 
著�

　
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
立
公
文
書
館
に
保
存

さ
れ
て
い
た
、
日
本
軍
将
兵
の
日
記
や
手

紙
が
60
年
の
時
を
越
え
て
、
家
族
の
下
へ
。

サ
イ
パ
ン
の
戦
場
に
散
っ
た
兵
士
た
ち
の

届
か
な
か
っ
た
手
紙
。�

������

大
河
な
日
日�

 

　  

　
三
谷
幸
喜 

（
み
た
に
・
こ
う
き
）  

著�

　
人
気
脚
本
家
に
し
て
、
妻
は
女
優
と
い

う
著
者
の
周
り
で
起
こ
る
様
々
な
出
来
事

を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
の
第
３
弾
。
香
取
新

撰
組
の
き
っ
か
け
か
ら
、
舞
台
「
オ
ケ
ピ
」

の
話
ま
で
。�

������

オ
バ
サ
ン
と
サ
ム
ラ
イ�

   

養
老
孟
司 

（
よ
う
ろ
う
・
た
け
し
） �

   

テ
リ
ー
伊
藤  

（
て
り
ー
・
い
と
う
） �

　
稀
代
の
作
家
と
批
評
家
が
、
本
音
で
語

る
日
本
の
行
く
末
。
日
本
人
が
元
気
を
取

り
戻
す
た
め
に
鍵
と
な
る
、
オ
バ
サ
ン
道

を
語
る
。�

������

こ
ど
も
の
体
力
再
生�

　
　
　
　
　
　
　      

小
学
館 

編�

　
最
近
、
親
子
で
走
っ
た
の
は
い
つ
で
す

か
。
こ
ど
も
の
体
力
が
大
ピ
ン
チ
。
こ
ど

も
の
体
力
が
伸
び
て
お
母
さ
ん
、
お
父
さ

ん
も
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
な
る
親
子
の
た

め
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。�

�

��������

闇
に
ひ
そ
む
海
賊�

 

　      

イ
ア
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ス 

著�

　
ロ
ー
レ
ン
ス
の
海
洋
冒
険
シ
リ
ー
ズ
の

完
結
編
。
幼
い
頃
か
ら
海
に
出
て
船
を
操

っ
て
き
た
、
著
者
の
豊
富
な
経
験
と
知
識

が
満
載
さ
れ
た
１
冊
。
主
人
公
と
一
緒
に
、

波
乱
万
丈
の
冒
険
に
出
発
。
舞
台
は
カ
リ

ブ
海
か
ら
。�

������

ウ
ィ
ッ
シ
ュ
リ
ス
ト�

 

　   

オ
ー
エ
ン
・
コ
ル
フ
ァ
ー 

著�

　
一
度
は
地
獄
に
落
ち
か
け
た
少
女
メ
グ

が
天
国
の
門
の
前
で
再
挑
戦
。
や
り
直
し

の
機
会
は
、
あ
る
老
人
の
願
い
を
叶
え
る

こ
と
。
ひ
ね
り
の
き
い
た
ユ
ー
モ
ア
と
切

な
さ
の
こ
も
っ
た
１
冊
。
人
生
を
大
切
に

し
よ
う
。�

���������

　
・
お
は
な
し
ゆ
り
か
ご�

　
　
１
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分�

　
・
お
は
な
し
探
検
隊�

　
　
４
日
（
土
）
午
後
２
時�

９
月
の
休
館
日�

９
月
の
休
館
日�

毎
週
月
曜
日
は
休
館
で
す
。�

月
曜
日
が
祝
日
の
時
は
火
曜
日
も
休
館
と
な
り

ま
す
。�

6
・
13
・
20
・
21
・
23
・
27
・
30
日
が
休
館
と

な
り
ま
す
。�

　
シ
リ
ー
ズ
最
新
刊
、
「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ

タ
ー
と
不
死
鳥
の
騎
士
団
」
が
出
版
さ
れ

ま
し
た
。
既
刊
の
図
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
併
せ

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　�

おしの  パブリック  ライブラリー�

もう、読まれましたか！�

お
す
す
め�

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
に
お
す
す
め�

８
月
の
図
書
館
行
事�

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！
　
毎
月
１
回
土
曜
日
か
水
曜
日
に
英
語
の
絵
本
を
読
ん
で
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て
い
ま
す
。�

８
月
７
日
（
土
）
図
書
館
探
検
ゲ
ー
ム�

優
勝
は
吉
田
悠
樹
君
・
み
さ
と�

さ
ん
チ
ー
ム
で
し
た
。�

８
月
11
日
（
水
） 

ポ
パ
イ
ピ
ザ
教
室�

保
健
師
さ
ん
の
栄
養
指
導
も�

あ
り
ま
し
た
。�

共
著�
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�

Vol.

進めよう男女共同参画社会へ

忍野ハーモニープラン�

Q Q
Q
Q Q

Q

Q

Q

16

忍
野
村  

総
務
課  

男
女
共
同
参
画
事
業
担
当�

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
５
５
・
８
４
・
３
１
１
１（
代
）�

忍
野
村
の
男
女
共
同
参
画
事
業
に
関
す
る
ご
意
見
、ご
質
問
は�

　

 

　　　
去
る
６
月
、
『
男
女
共
同
参
画
白
書
』
が

発
行
さ
れ
、
こ
れ
を
参
考
に
し
つ
つ
戦
後
60

年
（
人
間
の
還
暦
に
あ
た
る
）
の
節
目
を
来

年
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
後
の
日
本
に
つ
い

て
一
考
し
て
み
ま
し
た
。

　
戦
後
の
日
本
の
発
展
に
つ
い
て
は
論
を
持

た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
今
の
日

本
の
現
状
と
今
後
に
は
、
国
家
的
危
機
と
認

識
す
べ
き
諸
問
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
に
、
戦
後
最
低
の
出
生
率
１
・
29

と
い
う
数
字
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
速

す
ぎ
る
人
口
減
少
テ
ン
ポ
が
続
く
と
、
４
、

５
百
年
後
に
は
日
本
の
人
口
は
わ
ず
か
13
万

人
と
の
予
測
も
あ
り
、
ま
さ
に
「
日
本
沈
没
」

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
ま
で
で
な
く
て
も
、
20

年
、
40
年
後
の
人
口
は
二
千
万
人
も
四
千
万

人
も
減
り
、
２
１
０
０
年
に
は
、
六
千
万
人

と
今
の
半
分
の
人
口
と
い
わ
れ
、
日
本
の
国

力
は
今
の
半
分
以
下
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る

と
い
い
ま
す
。

　
先
進
各
国
も
低
下
す
る
中
で
、
米
国
が
現

状
維
持
可
能
な
数
値
（
出
生
率
２
・
１
）
を

叩
き
出
し
て
お
り
、
世
界
ト
ッ
プ
な
の
は
注

目
に
値
し
ま
す
。
日
本
も
も
っ
と
研
究
し
、

早
く
出
生
率
２
・
０
に
上
げ
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
児
童
税

額
控
除
（
１
人
当
た
り
年
10
万
円
程
度
）
が

決
ま
っ
た
の
は
大
変
良
い
こ
と
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
自
治
体
一
体
と
な
り
推
進
し

て
い
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
の
半
分
を
占
め
る

女
性
が
よ
り
活
躍
で
き
る
、
進
ん
だ
社
会
に

よ
り
（
大
き
く
は
、
他
に
も
７
０
０
兆
円
を

超
え
、
今
も
増
え
続
け
る
国
の
借
金
の
問
題
、

一
院
制
と
か
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
ム
ダ
を
無

く
す
、
強
い
政
治
体
制
へ
の
見
直
し
、
大
統

領
制
か
直
接
選
挙
に
よ
る
、
国
民
が
選
べ
る

首
相
と
か
、
戦
後
体
制
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
）
、
一
歩
一
歩
足
元
か
ら
の
改
革
も
ま

た
、
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

T
 O

 P
 I C

 S

　
村
で
は
、
女
性
の
社
会
参
画
促
進
を
目
的
に
、
「
お
し
の
村

女
性
政
策
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。�

内
容
は
、�

・
行
政
の
仕
組
み
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？�

・
役
場
は
何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
ろ
う
？�

・
議
会
は
何
を
決
め
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
ろ
う
？�

な
ど
な
ど
の
疑
問
に
対
し
て
、
講
義
や
勉
強
会
を
通
し
て
、
村

や
行
政
を
知
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。�

　
女
性
の
皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
参
加
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。�

■
開
催
日
時
等�

　
全
て
参
加
で
き
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
都
合
の
合
う
と
き

だ
け
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。�

����������������

■
募
集
人
員
　
若
干
名�

■
参
加
条
件
　�

　
忍
野
村
在
住
の
20
歳
以
上
の
女
性�

■
締
め
切
り
　
平
成
16
年
９
月
24
日
（
金
）
ま
で�

■
お
申
し
込
み
方
法�

　
忍
野
村
役
場
　
総
務
課
男
女
共
同
参
画
事
業
担
当
　�

　
☎
０
５
５
５
・
８
４
・
７
７
９
１  

へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。�

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
と�

『
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
』�

に
向
け
て�

文
／
忍
野
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン�

　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
委
員
会
委
員�

三
　
浦
　
幸
　
徳�

お
し
の
村
女
性
政
策
塾
開
講
の
お
知
ら
せ�

塾
生
募
集
！�

●第１回おしの村女性政策塾�
　講義「忍野村の行政一般について」�
　　　　講師／忍野村役場管理職�
●第２回おしの村女性政策塾�
　講義「自治体の仕組み（仮）」�
　　　　講師／未定�
●第３回おしの村女性政策塾�
　講義「地方自治体の未来像（仮）」�
　　　　講師／未定�
●第４回おしの村女性政策塾�
　勉強会「忍野村の行政施策について�
　　　　　　（問題点掘り起こし）」�
●第５回おしの村女性政策塾�
　勉強会「忍野村の行政施策について�
　　　　　　（問題点の整理）」�
※時間は全て午後７時30分から概ね１時間�
　30分程度、場所は忍野村役場２階会議室�

Ｈ16・10／5（火）�

Ｈ16・11／1（月）�

Ｈ16・12／6（月）�

Ｈ17・1／11（火）�

Ｈ17・2／7（月）�
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ね 
ん 

き 

ん�
あ 
れ 
こ 

れ�
・�

・�

・�

・�

・�

・�

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
保
険
料
納
付
は
、
私
達
の
大

切
な
義
務
で
す
。�

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
年
金
制
度
を
運
営
す
る
た
め
の
大
切

な
財
源
に
な
り
ま
す
。
納
期
を
守
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う
。�

●
定
額
保
険
料�

（
平
成
16
年
４
月
分
か
ら
平
成
17
年
３
月
分
ま
で
）�

　
　
１
ヶ
月
　
１
３
、
３
０
０
円�

�

●
付
加
保
険
料�

（
第
１
号
被
保
険
者
の
方
で
将
来
、　
よ
り
多
く
の
年
金
を
希
望

　
す
る
人
）�

　
　
１
ヶ
月
　
４
０
０
円�

�

※
付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上

積
み
さ
れ
る
形
で
付
加
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。�

保
　
　
険
　
　
料�

　
全
国
の
銀
行
、
郵
便
局
、
農
協
、

漁
協
、
信
用
組
合
、
信
用
金
庫
、
労

働
金
庫
の
窓
口
で
納
め
る
方
法
と
口

座
振
替
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。�

保
険
料
の
納
め
方�

保
険
料
の
納
付
は�

 

“
口
座
振
替
で  

”�

●第１号被保険者の人は、こんなとき必ず届出を！�

こ　　ん　　な　　と　　き� 種　別� 届　　出　　先� 必　要　な　も　の�

会社や役所
などに就職
したとき�

厚生年金に加入したとき共

済組合に加入したとき被扶

養配偶者�

１号→２号�

１号→２号�

１号→３号�

１号�

１号�

１号�

１号�

１号�

１号�

勤　務　先�

勤　務　先�

第２号被保険者の勤務先�

忍野村国民年金担当窓口�

忍野村国民年金担当窓口�

忍野村国民年金担当窓口�

忍野村国民年金担当窓口�

忍野村国民年金担当窓口�

金融機関・郵便局・農協など�

年金手帳など�

年金手帳など�

年金手帳など�

印かん、年金手帳�

印かん、年金手帳�

印かん、年金手帳�

印かん、年金手帳�

学生証、年金手帳�

預（貯）金通帳、通帳届出印、納付書�

住所が変わったとき�

氏名が変わったとき�

任意加入するとき�

保険料を納めるのが困難なとき�

学生で保険料を納めるのが困難なとき保

険料を口座振替で納めたいとき�

※手続きや相談のときは、年金手帳（基礎年金番号通知書）を必ず持参してください。またそのほかに書類等が必要になることがありますので、手続きの前に届出先に電話等で必ずご確認ください。�
※印かんは、被保険者本人が署名の場合は不要です。�



 

　
平
成
16
年
７
月
22
日
施
行
の
入
札

結
果
を
報
告
し
ま
す
。

※
落
札
価
格
に
消
費
税
は
含
ま
ず
。

�

●
内
野
保
育
所
造
成
工
事�

（
入
札
番
号
第
16
ー
４
号
）

落
札
業
者  

　
㈲
幸
伸
建
設

落
札
価
格
　 

　 

５
、３
０
０
、０
０
０
円

●
忍
野
村
児
童
館
造
成
工
事�

（
入
札
番
号
第
16
ー
５
号
）

落
札
業
者  

　
㈱
土
手
影
建
設

落
札
価
格 

　 

１
２
、４
０
０
、０
０
０
円

●
忍
野
村
児
童
館
建
築
工
事�

（
入
札
番
号
第
16
ー
６
号
）

落
札
業
者  

　
奥
浦
建
設
㈱

落
札
価
格  

１
４
９
、５
０
０
、０
０
０
円

　　
平
成
16
年
８
月
９
日
施
行
の
入
札

結
果
を
報
告
し
ま
す
。

※
落
札
価
格
に
消
費
税
は
含
ま
ず
。

�

●
村
道
山
中
道
線
測
量
調
査
設
計
業

　
務�

（
入
札
番
号
第
16
ー
７
号
）

落
札
業
者  

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
測
量
設
計
㈱

落
札
価
格
　  

１
４
、５
０
０
、０
０
０
円

������

●
村
道
湧
池
線
外
１
測
量
調
査
設
計

　
業
務�

（
入
札
番
号
第
16
ー
８
号
）

落
札
業
者  

　
㈲
ア
シ
ス
ト
測
量
設
計

落
札
価
格 

　 

　
２
、５
０
０
、０
０
０
円

●
村
道
天
神
木
線
測
量
調
査
設
計
業

　
務�

（
入
札
番
号
第
16
ー
９
号
）

落
札
業
者  
　
㈲
ア
シ
ス
ト
測
量
設
計

落
札
価
格 

　 

　
５
、３
０
０
、０
０
０
円

●
村
道
鶴
ヶ
池
３
号
線
外
１
測
量
調

　
査
設
計
業
務�

（
入
札
番
号
第
16
ー
10
号
）

落
札
業
者  

　
㈱
藤
本
測
量

落
札
価
格 

　 

　
３
、３
７
０
、０
０
０
円

●
村
道
天
狗
線
測
量
調
査
設
計
業
務�

（
入
札
番
号
第
16
ー
11
号
）

落
札
業
者  

　
山
本
測
量
設
計
㈱

落
札
価
格 

　 

　
５
、８
０
０
、０
０
０
円

●
忍
野
小
学
校
渡
り
廊
下
改
修
工
事�

（
入
札
番
号
第
16
ー
12
号
）

落
札
業
者  

　
㈲
渡
辺
工
務
店

落
札
価
格 

　 

　
３
、２
３
０
、０
０
０
円

●
忍
野
村
内
主
要
道
路
交
通
量
調
査

　
業
務�

（
入
札
番
号
第
16
ー
13
号
）

落
札
業
者  

㈱
サ
ー
ベ
イ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

落
札
価
格 

　 

　
４
、７
０
０
、０
０
０
円

　　
９
月
定
例
議
会
の
日
程
が
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　
役
場
３
階
の
議
会
事
務
局
で
受
付

し
て
い
た
だ
く
と
、
誰
で
も
傍
聴
で

き
ま
す
。

　
な
お
、
日
程
に
つ
い
て
は
変
更
す

る
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�

■
会
　
期

　
９
月
６
日
㈪
〜
９
月
17
日
㈮
ま
で

　
12
日
間

�

■
本
会
議
日
程

・
開
　
　
会
　
９
月
６
日
㈪

・
一
般
質
問
及
び
議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
９
月
17
日
㈮

※
会
議
開
始
時
間
は
両
日
と
も
、
午

前
10
時
の
予
定
で
す
。

�

■
場
　
所

　
忍
野
村
役
場
　
３
階
　
議
場

�

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
忍
野
村
役
場
　
議
会
事
務
局

℡
０
５
５
５
・
８
４
・
７
７
８
０（
直
）

　　
障
害
児
福
祉
児
童
手
当
は
、
重
度

の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
該
当
と
な
る
重
度
の
障
害
の
程
度

は
、
身
体
の
障
害
（
内
科
的
疾
患
も

含
む
）
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
身

体
障
害
者
手
帳
が
１
級
程
度
（
両
手

指
欠
損
な
ど
一
部
の
２
級
）
、
精
神

の
障
害
に
つ
い
て
は
、
療
育
手
帳
が

Ａ
ー
２
ａ
程
度
の
知
的
障
害
、
ま
た

は
同
程
度
以
上
の
精
神
障
害
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
手
当
て
月
額
は
１
４
、
４
３
０
円

で
す
。

　
な
お
、
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
手

当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
特
別
障
害
者
手
当
は
、
著
し
く
重

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
と
な
る
著
し
く
重
度
の
障
害

の
程
度
は
、
お
お
む
ね
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
（
視
力
・
聴
覚
障
害
な
ど

一
部
の
２
級
）
程
度
の
異
な
る
障
害

が
２
つ
以
上
あ
る
場
合
、
最
重
度
程

度
の
知
的
障
害
や
同
程
度
以
上
の
精

神
障
害
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
手
当
て
月
額
は
２
６
、
５
２
０
円

で
す
。

　
な
お
、
３
ヶ
月
以
上
の
入
院
や
所

得
制
限
な
ど
に
よ
り
手
当
が
支
給
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
お
お
む

ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
（
下

肢
障
害
等
の
場
合
は
４
級
の
一
部
）、

療
育
手
帳
Ａ
１
〜
Ｂ
１
程
度
の
知
的

障
害
、
同
程
度
以
上
の
精
神
障
害
な

ど
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
手
当
月
額
は
１
級
５
０
、
９
０
０

円
、
２
級
３
３
、
９
０
０
円
で
す
。

　■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
忍
野
村
役
場
　
福
祉
保
健
課

℡
０
５
５
５
・
８
４
・
７
７
９
５（
直
）

　　
法
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
等
は
、

９
月
30
日
ま
で
受
け
付
け
た
も
の
に

限
り
、
特
例
的
に
４
月
１
日
（
ま
た

は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ

か
の
ぼ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
手
続
き
が
ま
だ
お
済
み

で
な
い
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
忍
野
村
役
場
　
住
民
課
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村
か
ら
の
お
知
ら
せ�

９
月
定
例
議
会�

日
程
に
つ
い
て�

入
札
結
果�

福
祉
保
健
課
よ
り�

児
童
手
当
の
手�

続
き
に
つ
い
て�

〈
障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て
〉�

〈
特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て
〉�

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
〉�


